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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる

事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

行為を強制したり指

示する内容を告げる

ものです。  

禁止の行為であるこ

とを告げるもので

す。  

条件次第では法令違

反となることを告げ

るものです。  

その他の警告及び注

意を告げるもので

す。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。 

・本商品に曲げ・切削・溶接などの加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、車両側の破損や重大な事故につながる恐れがあります。 

・市販のローダウンブラケットの装着や車両の加工などにより、車両本来のリアショック取り付け位置を変更しないでください。リアショックや

車両が破損する原因となります。 

・本商品は純正状態をベースに設計されております。フェンダーやタイヤ、スイングアーム、ホイールなどを純正から変更されている場合にタイ

ヤとフェンダーがフルストローク時に接触する場合があります。社外部品の組み合せには十分注意してください。 

・取り付け調整幅は「325～335ｍｍ」です。この範囲を超えて調整することは、大変危険なため絶対に行なわないでください。 

・サスペンションスプリングに加工などを行なわないでください。本来の性能を低下させたり、重大な事故につながる可能性があります。 

 

・本商品の取付前に装着箇所の純正部品や車両各部に欠損や破損がないか確認してください。異常が見られる場合は新しい部品へ交換してくださ

い。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。特に本商品は製造上の工程により

端部が鋭くなっております。取り扱いの際は、必ず保護手袋を着用し、ケガには十分に注意して作業を行なってください。 

・本商品を開梱の際は、構成部品の外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求

め販売店へ速やかにご相談ください。 

・認証工場など、適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗にて脱着作業をご依頼ください。作業が適切に行なわれないと、作業中

やご使用中に車両や商品の損傷や不具合に繋がる恐れがございます。 

・作業は安全な場所で車両を安定して支えられるメンテナンススタンドを使用し、周囲の安全を確保したうえで行なってください。また安全のた

めに二人以上で作業を行なってください。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性がございます。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用して、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確

実に締め付けてください。 

・本商品の取り付けには一部の純正部品を使用します。取り外しの際には損傷や紛失に十分注意してください。 

・スプリングプリロード調整（イニシャル調整）は同梱の②イニシャル調整ツールをご使用ください。 

・①アジャスタブルリアショックの調整は、左右共に同じ車高と減衰力に調整してください。 

・車両を降ろした後は①アジャスタブルリアショックが正常に動くことを確認してください。 

・本商品の使用の際は、舗装路でご使用ください。砂利やぬかるみの上では、車両が転倒する可能性があります。 

・本商品を装着することでリア側の車高が下がり、最低地上高やコーナーリング、バンク角、サスペンションのストローク量、クッション性、ギ

ャップ時の挙動などが純正状態から変化します。運転操作に慣れるまで十分に習熟運転を行なってください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km毎に同

様の作業を行なってください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用ま

たは車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

・本商品の装着時にヘッドライトの光軸調整が、必要になる場合がございます。 
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・商品保証は本商品のみが対象になります。また、本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの補償は一切お受けできません。 

・転倒履歴がある車両には取り付けできない場合がございます。 

・本商品は素材や製造方法により製品個体差があります。溶接や塗装、小キズ、歪みなど程度の差がございます。 

・他社製商品などの同時装着は未確認です。 

・本商品はスチールとアルミ、樹脂を使用した商品になります。ご使用の環境や経年変化、使用損耗により素材劣化（サビ含む）が、どうしても

早期から進行する場合があります。 

・本商品を取り付けた場合、車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く可能性があります。また走行状況によってはスプリングがサスペンシ

ョンボディに接触し、キズが付く場合がございます。 

・本商品はオーバーホール可能です。オーバーホールご希望の場合は以下までお問い合わせください。 

㈱デイトナ カスタムグループ 

Mail：cus@daytona-mc.jp 

OH 内容：各種シール類一式と O リング、ピストンリング、ガイドブッシュ、オイル交換と窒素ガス充填。 

※商品の状態によってはＯＨできない場合や OH 工賃がサスペンション本体価格を上まわる場合がございます。 

・本商品、または本書内でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

①  アジャスタブルリアショック  2 ② イニシャル調整ツール  2 
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 取付方法                                       
【作業前の注意事項】 

・純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。 

・作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。 

・リアスタンドを使用してリア側をリフトアップさせてください。その後、フロントブレーキロックなどを使用して、フロント側が動かない

ように車両を固定します。 

01．リアショックの取り付け長を調整                                  

1．イラストを参考に、リアショックの取り付け長を、好みに合わせて調整します。 
※出荷時の取り付け長は 325ｍｍ（最短）になります。 
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 02．車両準備                                               

1．フロントブレーキレバーにフロントブレーキロック（弊社品番：96998）などを装着してフロントブレーキをロック

してください。 

2．純正リアショック取り外し時にフレームが下がらないようにリアスイングアームなどサスペンションと同時に動く部分 

以外の車体にジャッキを掛けてください。 

 ※ジャッキなどを掛ける際は、車両の転倒には十分にご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 03．純正リアショックの取り外し                                    

1．イラストを参考に、左側の純正リアショックのアッパー側の純正フックボルト、純正ワッシャとロア側の純正ボルトと 

純正ナットを取り外します。 

2．車両より純正リアショックを左側のみ取り外します。 
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 04．リアショックの取り付け                                      

1．純正リアショックが取り付いていたアッパー側のシャフト部に薄くグリスを塗布します。 

2．イラストを参考に、左側に①アジャスタブルリアショックを取り付けます。 

3．手順 03 で取り外したアッパー側の純正フックボルト、純正ワッシャとロア側の純正ボルトと純正ナットで①アジャス 

タブルリアショックを固定しましす。 

4．右側の純正リアショックも同様に取り外し、①アジャスタブルリアショックを取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 05．スプリングプリロード調整（イニシャル調整）                             

1．イラストを参考に、スロッテッドナットを緩めます。 

2．スプリングプリロード調整ナットを緩め（または締め込み）、スプリングセット長を調整します。 

※数値は標準体重を想定して推奨している値になります。使用状況やお好みに合わせて調整してください。 
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 06．伸び側減衰力の調整                                        

1．イラストを参考に、伸び側減衰力調整ノブを右回り（H 方向）に最大まで締め込みます。 

2．ノブを１クリック戻したところを初期位置（１段目）とします。 

3．ノブを 18 段目（推奨）まで回し、走行状況やお好みに合わせてＳ方向（Soft）かＨ方向（Hard）に回して調整して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

..07．点検作業                                             

1．各部が確実に取り付けられていることを点検してください。異常がなければ作業は終了です。 

 

 


